
Gikai
  Kamifurano

第　　　号

発行

132

　今号の表紙写真
　活発化する十勝岳

2026 年 10 月 23 日

噴火警戒レベル３の十勝岳

P.4　定例会P.4　定例会P.2~3　定例会P.2~3　定例会
水道料金の見直し提案がされたが…水道料金の見直し提案がされたが…在宅福祉サービス、在宅福祉サービス、

料金改正提案を否決。料金改正提案を否決。 P.P.5~13　一般質問5~13　一般質問
かみふらの夏祭りの成果は？かみふらの夏祭りの成果は？
予約型乗合タクシーの今後は？予約型乗合タクシーの今後は？



❷                                                                                                                                            かみふらの議会だより第 132 号

定例会定例会

在宅福祉サービス　利用料金の改正案

サービス 現行 改正案 差額

　移送サービス

（距離数に応じ）
250 円～ 10,000 円 350 円～ 14,000 円 ＋ 100 円～ 4,000 円

　配食サービス

（主食有り）
450 円 650 円 ＋ 200 円

　配食サービス

（副食のみ）
350 円 550 円 ＋ 200 円

　除雪サービス

（15 分あたり）
75 円 225 円 ＋ 150 円

ひとくちメモ 上富良野町在宅福祉サービスとは

高齢者や障がいのある方などが、住み慣れた地域で安心して在宅生活を続けられるよう支援する
町独自の福祉サービスです。移送サービス、配食サービス、除雪サービスのほか、理容サービス、
緊急通報システムなどがあり、それぞれ利用要件を定めて実施しています。

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
な
ぜ
今
、
利
用
料
を
値
上
げ
す
る
の
か
。

　
生
活
が
厳
し
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
長
期
間
利
用
料

を
据
え
置
い
て
き
た
中
で
経
費
が
上
昇
し
て
お
り
、
利
用
者
に
も
適
正
な
負

担
を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

在宅福祉サービス、料金改正が 否決
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を
一
部
改
正
す
る
案
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
賛
成
少
数
（
反
対
８
：
賛
成
４
）
に
よ
り
否
決
さ

れ
、
料
金
改
正
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
場
で
は
多
く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

答
　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
し
な
け
れ
ば
生
活
が
困
難
な
方
も
利
用
し
て
い

る
。
値
上
げ
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
利
用
料
の
改
定
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
想
定

し
て
い
な
い
。
在
宅
生
活
そ
の
も
の
を
支
え
る
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問答　
今
回
の
値
上
げ
提
案
に
よ
る
町
の
増
額
と
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の
負
担

増
は
ど
の
程
度
か
。

　
移
送
・
配
食
・
除
雪
を
合
わ
せ
た
増
収
額
は
年
間
約
348
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
例
え
ば
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
月
25
回
利
用
す
る
場
合
、
１
食
200
円
の
値

上
げ
に
よ
り
月
約
５
千
円
、
年
間
で
は
約
６
万
円
の
負
担
増
と
な
る
。

問答　
約
350
万
円
で
あ
れ
ば
、
一
般
財
源
で
負
担
し
、
現
在
の
利
用
料
を
維
持
す

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

　　
数
字
上
は
一
般
財
源
で
負
担
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
特
定
の
事
業
へ
の

公
費
負
担
を
増
や
せ
ば
、
直
接
見
え
な
く
て
も
他
の
事
業
に
影
響
す
る
。
金

額
の
大
小
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
町
民
と
の
公
平
性
や
、

他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
負
担
割
合
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
☞
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討討  

論論

小
林
啓
太 

議
員

　
物
価
高
騰
の
中
、
利
用
者
に
新
た
な
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
方
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
に

は
、
経
済
的
に
困
難
な
方
へ
の
支
援
と
、
サ
ー
ビ
ス

の
適
正
な
利
用
者
負
担
を
切
り
分
け
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
行
政
に
も
経
費
削
減
や
横

断
的
な
施
策
の
検
証
を
求
め
な
が
ら
、
支
援
の
確
保

と
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
本
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

荒
生
博
一 

議
員

反
　
対

賛
　
成

佐
藤
大
輔 

議
員

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
必
要
な
方
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
利
用
者
の
負
担
増

は
で
き
る
限
り
避
け
る
べ
き
だ
が
、
担
い
手
不
足
や

事
業
費
の
増
加
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
利
用
者
の
適
正

な
負
担
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
町
に
は

経
費
削
減
や
事
業
の
不
断
の
見
直
し
に
努
め
、
今
回

提
案
さ
れ
た
料
金
を
、
で
き
る
限
り
長
く
維
持
す
る

よ
う
求
め
る
。
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
届

け
続
け
る
た
め
に
も
本
案
に
賛
成
す
る
。

林
敬
永 

議
員

反
　
対

賛
　
成

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
を
目
的

と
し
た
事
業
な
の
か
。

　
経
済
的
困
窮
者
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
身
体
的
な
理

由
な
ど
か
ら
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
場
合
に
は
、
生
活
保

護
を
は
じ
め
、
非
課
税
世
帯
へ
の
各
種
軽
減
な
ど
、
別
の
支
援
制
度
が
あ
る
。

問答　
今
回
改
定
す
れ
ば
、
今
後
し
ば
ら
く
は
利
用
料
を
据
え
置
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

　
何
年
間
維
持
で
き
る
か
を
現
時
点
で
約
束
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
、

食
材
費
や
人
件
費
、
タ
ク
シ
ー
料
金
な
ど
が
さ
ら
に
上
昇
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
再
び
利
用
料
の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
一
方
、
で
き
る
限
り
負
担
を
抑
え
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

問答

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
一
食
200
円
値
上
げ
等
を
含
む
在

宅
福
祉
事
業
の
負
担
増
に
反
対
す
る
。
物
価
高
に
苦

し
む
高
齢
者
等
へ
負
担
を
転
嫁
す
る
こ
と
は
、
安
否

確
認
も
兼
ね
る
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
脅
か
す
。

２
年
前
よ
り
物
価
高
騰
が
深
刻
化
す
る
今
、
行
政
が

な
す
べ
き
は
値
上
げ
で
は
な
く
公
費
投
入
で
あ
る
。

否
決
さ
れ
て
も
予
算
組
み
替
え
で
事
業
継
続
が
可
能

と
町
側
も
答
弁
し
て
お
り
、
安
易
な
負
担
増
に
頼
ら

ず
、
知
恵
を
絞
り
値
上
げ
な
し
で
生
活
を
守
る
努
力

を
強
く
求
め
る
。

　
物
価
高
や
社
会
保
険
料
の
上
昇
で
町
民
生
活
が

逼
迫
す
る
中
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者

や
障
害
者
を
支
え
る
在
宅
福
祉
事
業
の
値
上
げ
に

は
反
対
す
る
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
値
上
げ
は
非

課
税
世
帯
や
年
金
生
活
者
の
生
命
と
健
康
を
脅
か

す
。
町
も
大
変
だ
が
、
す
で
に
節
約
を
重
ね
て
生

活
す
る
町
民
の
生
活
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
行
政

や
町
議
の
役
割
は
「
不
安
な
時
代
に
安
心
を
提
供

す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立

場
か
ら
本
改
正
案
に
反
対
す
る
。

～町民の声～～町民の声～
　「高齢者の単身世帯等が増える中、今
回の配食サービスに関する条例改正案は
非常に重要だと感じた。見守り機能の強
化や利用対象者の柔軟な見直しを通じて、
誰もが安心して暮らせる体制の充実に期
待したい。」

大
お お の

野　真
ま ち こ

知子さん

「配食サービスを利用していますが、と
ても助かっています。なんでも値上がり
している中での引き上げは困ります。日
常の生活費を切り詰めながら生活をして
いて余裕がありません。」
匿名希望さん
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定例会定例会
補正補正予算予算

（主なもの）（主なもの）
・価格高騰緊急対策（生活支援）低所得者世帯給付事業
　　1,5661,566 万円
　低所得者世帯を対象に、電気・ガスや灯油をはじめとしたエネルギー　　　
　等の物価高騰に対する負担軽減の支援。
・新規開業・特産品開発事業補助
　1,080　1,080 万円
　当初の予算を上回る件数の提出があり、補助申請予定分の必要な
　経費について補正されました。
・町道維持委託費（小規模災害）
　8,250　8,250 万円

議会 Pickup

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
定
例
会
が
９
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
定
例
会
で
は
、
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
20
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
議
員
派
遣
１
件
と
議
員
派
遣
報
告
２
件
、
国
に
対
し
て
、
３
件

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
廃
止
な
ど
も
審
議
さ
れ
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
改
正
提
案
を
除
き
、
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
が
行
わ
れ
、
全
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

生
食
用
ば
れ
い
し
ょ
の
輸
入
解
禁
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
北
海
道
産
ば
れ
い
し
ょ
は
全
国
生
産
量
の
約

８
割
を
占
め
、
本
道
の
畑
作
に
お
け
る
輪
作
体

系
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
作
物
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
病
害
虫
侵
入
に
よ
る
国
内
農
業
へ
の
著

し
い
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
生
食
用
ば
れ
い

し
ょ
の
輸
入
解
禁
を
行
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
、

生
食
用
ば
れ
い
し
ょ
の
安
定
生
産
・
出
荷
維
持

す
る
た
め
、
生
産
者
に
対
す
る
所
得
補
償
や
支

援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
そ
の
他
、「
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
」「
物
価
上
昇
に
見
合

う
年
金
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
つ
を

国
に
提
出
し
ま
し
た
。

定例会

　
現
在
、
米
国
か
ら
の
「
一
般
流
通
用
・
生
食
用
ば

れ
い
し
ょ
」
の
輸
入
解
禁
要
請
に
つ
い
て
、
農
林
水

産
省
と
米
国
側
が
検
疫
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
生

食
用
と
し
て
一
般
流
通
さ
せ
る
場
合
、
加
工
用
と
は

流
通
経
路
や
利
用
方
法
が
異
な
る
た
め
、
国
内
農
業

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
病
害
虫
が
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
重
要
な

農
作
物
で
、
生
産
地
に
病
害
虫
が
定
着
す
れ
ば
、
単

年
度
の
農
業
被
害
だ
け
で
は
済
み
ま
せ
ん
。

水道料金付託水道料金付託
　施設の老朽化に伴う修繕費の増加などにより、水道事業会計が厳しい財政状況に直
面していることから、今後の給水サービスを提供していくために、令和９年度から水
道料金を２０％値上げする条例の一部改正案が提案されました。議会としては、より
慎重な審議が必要として、特別委員会を設置することを決め、１２月予定の第４回定
例会開催までに、その審議結果を報告し、値上げに対する賛否を取ることとなりました。

～町民の声～～町民の声～
　「水道料金の見直しには全面的に賛成は
できませんが、これからの水道を維持する
ためには水道の料金の少しの見直しも必要
かなと思います。」

　「年金のみの生活です。なんでも値上が
りする中で暮らしは大変です。毎日の食費
も切りつめ水道の使用量も節約しながら生
活をしています。水道料金の引き上げは止
めてもらいたいです。」高

たかはし
橋　明

あ け み
美さん

但
た だ き

木　雅
まさあき

明さん
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一般
質問

農業
支援

　林　　敬永 議員

農業者への支援強化を

スマート農業への支援が
国や道の支援に留まり町
独自の施策がないのは残
念。一歩踏み込んだ支援
を強く期待するのだが。

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、
ｌ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
て
、
作
業
の
省
力
化
と
高
品
質
化
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

労
働
力
不
足
の
解
消
や
技
術
継
承
を
進
め
る
も
の

で
す
。

林
議
員　
当
町
の
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
燃
油
・
資

材
価
格
の
高
止
ま
り
や
深
刻

な
担
い
手
不
足
に
よ
り
基
幹

産
業
の
農
業
が
揺
ら
い
で
い

る
。
国
や
道
の
支
援
で
補
い

き
れ
な
い
現
場
の
窮
状
に
対

し
、
町
独
自
の
経
済
的
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
講
じ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

省
力
化
に
不
可
欠
な
ス
マ
ー

ト
農
業
機
器
の
導
入
は
、
多

額
の
初
期
投
資
が
障
壁
と

な
っ
て
い
る
。
現
場
の
危
機

感
に
対
し
、
町
と
し
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
導
入
支
援

事
業
を
策
定
し
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
町
独
自
で
直
接

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

拡
充
前
倒
し
は
、
町
の
財
政

規
模
等
を
総
合
的
に
見
極
め
、

困
難
な
課
題
と
考
え
る
。
ス

マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は
、

町長－財政規模などから困難と考える

町
民
対
象
の
道
の
駅
視
察

ツ
ア
ー
の
成
果
は

林
議
員　
町
長
の
公
約
で
あ

る
「
道
の
駅
建
設
」
に
向
け
、

令
和
７
年
度
に
実
施
さ
れ
た

町
民
対
象
の
視
察
ツ
ア
ー
に

つ
い
て
、
参
加
人
数
や
日
程

及
び
選
定
理
由
と
、
参
加
者

か
ら
出
た
具
体
的
な
意
見
や

懸
念
事
項
な
ど
の
成
果
を
、

い
つ
・
ど
の
よ
う
な
手
法
で

町
民
へ
共
有
す
る
の
か
。
そ

し
て
視
察
で
得
た
町
民
の
提

案
や
懸
念
を
、
今
後
の
建
設

計
画
や
運
営
方
針
へ
ど
の
よ

う
に
反
映
す
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
町
は
設
置
時
の

イ
メ
ー
ジ
共
有
や
意
見
収
集

を
目
的
に
、
見
学
会
を
実
施

し
た
。
ま
ず
、
10
月
19
日
上

士
幌
町
、
士
幌
町
、
音
更
町

へ
19
名
の
参
加
、
翌
年
３
月

15
日
に
は
、
芦
別
市
、
北
竜

町
、
雨
竜
町
、
滝
川
市
の
４

か
所
・
10
名
が
参
加
さ
れ
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
観
光
の
閑

散
期
と
な
る
冬
期
間
の
時
期

ご
と
の
状
況
を
体
感
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
望
む
店
舗
や
冬
期
の
懸
念

な
ど
多
く
の
意
見
が
集
ま
り

ま
し
た
。
な
お
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ま
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
委
員
と
い
う
立

場
だ
け
で
は
な
く
、
検
討
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
位

置
づ
け
で
あ
る
た
め
、
成

果
報
告
と
い
っ
た
形
で
の
全

体
公
表
は
予
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
集
ま
っ
た

意
見
は
整
理
し
、
今
後
の
検

討
委
員
会
等
で
の
共
有
、
活

用
を
し
て
い
く
。

広大な農地

生
産
性
向
上
と
経
営
安
定
に

不
可
欠
な
重
点
取
組
と
認
識

し
て
い
る
。
導
入
の
初
期
投

資
や
法
規
制
等
の
費
用
負
担

が
課
題
で
あ
る
た
め
、
国
の

施
策
進
化
や
法
制
定
を
踏
ま

え
、
町
独
自
の
直
接
的
な
金

銭
支
援
は
行
わ
ず
、
調
査
・

研
究
を
実
施
し
、
既
存
の
補

正
予
算
や
国
庫
補
助
を
最
大

限
活
用
し
た
機
械
導
入
・
整

備
計
画
策
定
の
支
援
に
努
め

る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
情
報
提
供
等
を

通
じ
た
補
完
的
な
役
割
で
ス

ム
ー
ズ
な
技
術
導
入
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

❺
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予約
タクシー

予約型乗合タクシーの今後は

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
交
通
と
は
、
利
用
者
の
予
約

に
応
じ
て
運
行
す
る
、
乗
り
合
い
型
の
公
共
交
通

で
す
。
決
め
ら
れ
た
路
線
や
時
刻
に
と
ら
わ
れ
ず
、

利
用
者
の
需
要
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

湯
川
議
員　
民
間
の
業
者
が

運
行
を
担
っ
て
き
た
乗
合
タ

ク
シ
ー
が
、
今
年
度
よ
り
町

が
運
営
を
引
き
継
ぐ
形
と
な

っ
た
。
運
行
時
間
の
短
縮
や

前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
に

な
っ
た
事
、
昼
休
み
の
対
応

が
無
い
事
、
車
両
台
数
が
少

な
い
事
な
ど
、
利
用
者
か
ら

は
「
以
前
よ
り
利
用
し
に
く

く
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
民
の

日
常
生
活
を
支
え
る
重
要
な

交
通
手
段
で
あ
り
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た

め
に
は
現
在
の
運
行
体
制
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
町
は
現
在

の
利
用
者
の
声
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
町
と
し
て
も
把

握
し
て
お
り
、
真
摯
に
受
け

止
め
て
い
る
。
全
国
的
に
も

深
刻
化
す
る
運
転
手
不
足
等

を
鑑
み
る
と
即
座
に
以
前
の

運
用
形
態
へ
戻
す
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。

湯
川
議
員　
現
在
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
車
両
台

数
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の

予
約
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
る
考
え
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
町
民
の
皆
様
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
が
、
現
行
の
運
転
規
模

を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
人

員
確
保
や
車
両
等
の
体
制
整

備
、
財
政
的
負
担
な
ど
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
整
理
す
べ

き
課
題
が
多
く
、
難
し
い
状

況
に
あ
る
。

て
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的

か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
、
今
年

度
は
低
所
得
者
世
帯
給
付
事

業
の
実
施
を
す
る
。

湯
川
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
は
年
末
に
待

っ
て
い
る
町
民
の
方
は
多
い
。

加
え
て
、
地
域
経
済
、
地
域

活
性
化
の
両
面
か
ら
も
重
要

な
施
策
の
一
つ
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
町
民
が
待
っ
て

い
る
の
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
物
価
高
騰
、
雇
用
、
景

気
の
指
標
を
確
認
し
な
が
ら

進
ん
で
き
た
が
、
現
時
点
で

は
低
所
得
者
の
み
の
給
付
を

考
え
て
い
る
。

湯
川
議
員　
今
後
も
し
国
か

ら
の
補
助
金
が
来
た
ら
や
る

の
か
。

斉
藤
町
長　
国
が
動
け
ば
、

我
々
も
そ
れ
に
従
っ
て
経
済

対
策
は
す
る
。

予約型乗合タクシー

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
町

が
行
う
生
活
支
援
は

湯
川
議
員　
今
年
も
昨
年
に

引
き
続
き
、
物
価
高
騰
が
続

き
、
９
月
か
ら
の
飲
食
料
品

の
値
上
げ
は
、
約
５
０
０
０

品
目
に
上
が
る
な
ど
、
町
民

の
生
活
は
逼
迫
す
る
一
方
で

あ
る
。
今
年
度
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
発
行
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
以
外
に

町
民
に
対
し
て
の
生
活
支
援

は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
は
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
事
は
認
識
し

て
い
る
が
、
購
入
者
が
一
時

的
に
高
額
な
費
用
を
捻
出
す

る
必
要
が
あ
り
、
経
済
的
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
世
帯
ほ

ど
利
益
を
受
け
に
く
い
。
所

得
水
準
の
効
果
を
享
受
し
難

い
生
活
困
窮
世
帯
等
に
対
し

町長－現行の運転規模の拡大は難しい

湯川 千悦子　議員

❻
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今年度、微かな願いを込
めて、町民の皆さんが期
待している『プレミアム
付き商品券』の発行があ
りますように〜！
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夏の町内
イベント

荒生　博一　議員

経済波及効果をどのように捉えているか

ラベンダーフェスタの
前夜祭や、かみふらの
夏祭りについて町民へ
の事前周知が不十分だ
ったのではないかとの
声が聞かれます。

今
年
度
に
お
け
る
町
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
は
、

生
活
困
窮
世
帯
等
に
対
し
低
所
得
者
世
帯
給
付
事

業
を
、
例
年
実
施
し
て
い
る
福
祉
灯
油
事
業
の
対

象
者
を
拡
大
す
る
形
で
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

荒
生
議
員　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
及
び
か
み
ふ
ら
の

夏
祭
り
の
開
催
に
よ
る
町
内

の
人
流
動
向
、
飲
食
店
・
宿

泊
施
設
等
へ
の
経
済
波
及
効

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
こ
の
成
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
地
域
活
性

化
に
向
け
た
施
策
展
開
に
つ

い
て
町
長
に
伺
う
。

斉
藤
町
長　

ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
本
町

の
宿
泊
・
滞
在
型
観
光
へ
の

シ
フ
ト
に
向
け
、
着
実
な
効

果
が
見
え
始
め
た
と
認
識
し

て
い
る
。夕
刻
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
点
灯
の
数
時
間
前
か
ら
、

上
富
良
野
駅
で
の
降
車
や
自

動
車
で
の
来
庁
が
目
立
ち
始

め
、
日
の
出
公
園
へ
の
人
流

が
顕
著
に
増
加
し
、
周
辺
の

店
舗
な
ど
で
は
、
営
業
時
間

町長－着実な効果が見え始めたと認識している

荒
生
議
員　
度
重
な
る
物
価

高
騰
が
町
民
生
活
を
直
撃
す

る
中
、
年
末
・
年
始
の
需
要

が
高
ま
る
12
月
か
ら
の
消
費

を
支
え
る
施
策
が
極
め
て
重

要
と
考
え
ま
す
。
家
計
の
負

担
軽
減
と
町
内
事
業
者
の
売

上
拡
大
を
両
立
さ
せ
る
即
効

性
の
高
い
手
立
て
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
を
早
期
に
実
施
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

斉
藤
町
長　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
家
計
負
担
の
軽
減
効
果

が
非
常
に
大
き
く
、
過
去
の

実
施
状
況
に
鑑
み
て
も
、
歳

末
・
年
始
に
高
ま
る
需
要
に

対
応
し
、
町
民
の
好
評
を
い

た
だ
い
た
施
策
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
消
費
喚
起
を
図
る
商

工
振
興
の
観
点
か
ら
は
、
燃

料
費
等
の
経
常
的
な
生
活
費

へ
の
支
出
が
大
半
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
町
内
消
費
の
拡

大
効
果
は
極
め
て
限
定
的
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
購
入
者
が
一

時
的
に
高
額
な
費
用
を
捻
出

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
経

済
的
に
厳
し
い
世
帯
に
お
い

て
は
、
そ
の
利
益
を
最
大
限

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
課
題
も
あ
る
。
当
事
業
に

多
額
の
予
算
を
投
じ
る
こ
と

は
財
源
的
な
節
約
も
大
き
く
、

国
庫
補
助
金
等
に
頼
ら
ず
、

本
町
の
一
般
財
源
の
み
で
実

施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

かみふらの夏祭りにおける盆踊りの様子

の
拡
大
な
ど
の
対
応
を
い
た

だ
き
、
来
客
数
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
聞
き
及
ん

で
い
る
。
ま
た
、
か
み
ふ
ら

の
夏
祭
り
に
お
い
て
も
、
夏

の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
イ

ル
と
し
て
の
可
能
性
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
今
後
の
地
域
活
性
化
に

向
け
た
施
策
展
開
と
し
て
は
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
観

光
誘
客
の
核
と
し
て
、
ま
た
、

か
み
ふ
ら
の
夏
祭
り
は
町
民

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
の
夏
を
象
徴
す
る
誰
も
が

心
待
ち
に
す
る
唯
一
無
二
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
さ
せ

た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
に
つ
い
て

❼
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防災
草分防災センターの改修を行わないのか

金子　益三　議員

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
と
は
、
住
民
等
の
行
動
は
通
常

の
生
活
、（
今
後
の
火
山
活
動
の
推
移
に
注
意
、
入

山
規
制
）
状
況
に
応
じ
て
高
齢
者
等
の
要
配
慮
者
等

へ
の
避
難
準
備
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
十

勝
岳
は
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
３
で
あ
る
（
令
和
８
年

１
０
月
１
日
現
在
）

金
子
議
員　
災
害
時
に
避
難

者
が
一
定
期
間
過
ご
す
た
め

浴
室
・
シ
ャ
ワ
ー
施
設
・
洗

濯
機
等
の
水
回
り
と
ボ
イ
ラ

ー
の
整
備
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

対
応
の
ト
イ
レ
の
新
設
に
つ

い
て
の
考
え
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
災
害
発
生
直
後

に
指
定
緊
急
避
難
場
所
（
一

時
避
難
場
所
）
と
し
て
の
役

割
を
第
一
義
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
仮
設
シ
ャ
ワ
ー
等
の

可
搬
型
資
機
材
の
活
用
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
に
よ
っ
て
避
難

者
の
衛
生
環
境
を
確
保
す
る
。

ト
イ
レ
の
新
設
等
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
対
応
ト
イ
レ
の
設
備

に
向
け
、
今
後
の
改
修
計
画

で
検
討
を
進
め
る
。

金
子
議
員　
地
域
の
住
民
会

は
草
分
け
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、

避
難
期
間
を
過
ご
す
認
識
だ

が
、
町
は
一
時
避
難
場
所
と

位
置
づ
け
、
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
さ
せ
る
こ

と
で
進
め
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
草
分
防
災
セ
ン

タ
ー
は
あ
く
ま
で
も
一
時
避

難
と
考
え
、
最
終
的
な
長
期

避
難
は
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
と
考
え
て
い
る
。

金
子
議
員　
住
民
会
と
十
分

に
情
報
共
有
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
一
時
避
難
所
で

あ
ろ
う
が
、
長
期
避
難
所
で

あ
ろ
う
が
、
最
低
限
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

斉
藤
町
長　
備
品
関
係
は
、

早
急
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

絆
の
強
い
、
そ
こ
の
ビ
ー
ル

で
ま
ず
は
乾
杯
を
し
て
い
く

と
い
う
条
例
を
、
町
が
率
先

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は

す
ご
く
重
要
だ
が
、
ビ
ー
ル

に
限
っ
て
条
例
化
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
特
に
そ
れ
が
不

可
欠
な
の
か
と
い
う
と
、
な

か
な
か
難
し
い
問
題
だ
と
思

う
。

改築整備が急がれる草分防災センター

金
子
議
員　
上
富
良
野
町
と

ビ
ー
ル
は
一
つ
の
文
化
に
発

展
し
て
い
る
の
で
、「
上
富

良
野
に
ゆ
か
り
あ
る
ビ
ー
ル

で
乾
杯
条
例
（
仮
称
）」
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
町
に
は
、
ビ
ー

ル
の
み
な
ら
ず
、
ワ
イ
ン
や

ど
ぶ
ろ
く
、
日
本
酒
な
ど
多

様
な
お
酒
や
そ
れ
を
生
み
出

す
食
の
魅
力
が
広
く
浸
透
し

て
、
特
定
の
酒
類
に
限
定
せ

ず
、
多
彩
な
お
酒
や
豊
か
な

食
文
化
全
体
の
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
町
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
に
お
い
て
は
、
条
例
を
単

独
で
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

金
子
議
員　
上
富
良
野
町
と

町長－必要な点検と改修を計画的に進める

十勝岳の噴火警戒レベ
ルが３に引き上げられ
ました。大正泥流のよ
うな災害が起こらずに
このまま沈静化して欲
しいですね。

❽

一般
質問

「
上
富
良
野
に
ゆ
か
り
の

あ
る
ビ
ー
ル
で
乾
杯
条
例

（
仮
称
）」
を
制
定
し
な

い
か

毎年大人気のまるごとかみふらの
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農業

井村　悦丈　議員

町の基幹産業である農業をどう守るか

10 年なんてあっとい
う間。協議しているだ
けではなく、農地の出
し手と受け手をつなぐ
取組を・・・・

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る
こ
と
は
、
農
家
だ
け

を
守
る
こ
と
で
は
な
く
農
地
を
守
り
、
地
域
の
雇
用
、

商
業
や
観
光
を
支
え
、
そ
し
て
上
富
良
野
町
の
豊
か

な
景
観
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

井
村
議
員　
農
家
戸
数
は
、

平
成
12
年
は
494
戸
、
令
和
２

年
に
は
246
戸
と
半
減
し
、
上

富
良
野
町
の
令
和
５
年
度
農

業
経
営
に
関
す
る
調
査
に
お

い
て
も
、
後
継
者
の
い
る
農

家
は
45
戸
で
、
全
体
の
18.3
％

で
あ
り
、
83
％
以
上
が
後
継

者
は
い
な
い
と
回
答
し
て
お

り
、
今
後
も
農
家
戸
数
が
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状

に
お
い
て
、
10
年
先
を
見
据

え
た
町
独
自
の
施
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た

条
件
不
利
地
か
ら
不
耕
作
地

と
な
り
、
遊
休
農
地
が
荒
廃

す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
農
地
が
流
動
化
さ

れ
る
よ
う
、
町
独
自
の
施
策

は
必
要
で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
離
農
に
よ
る
戸
数

町長－地域・関係機関と連携して取組を強化していく

井
村
議
員　
日
本
の
物
価
情

勢
は
「
一
過
性
の
シ
ョ
ッ

ク
」
を
通
り
越
し
、
社
会
の

仕
組
み
を
根
本
か
ら
変
え
る

「
物
価
高
の
定
着
期
」
に
あ

る
。
生
活
は
困
窮
、
日
々
の

生
活
費
や
家
計
の
や
り
く
り

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
で
の
消
費
を

通
じ
て
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
生
活
を
支
援
す
る

こ
と
か
ら
、
年
末
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
が
必
要
で
あ
り
、
支
援

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
国
の
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
価
格
高

騰
緊
急
対
策
（
生
活
支
援
）

低
所
得
者
世
帯
給
付
事
業
に

充
当
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

国
庫
補
助
金
な
ど
の
財
源
に

頼
ら
ず
、
一
般
財
源
で
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
と
考
え
る
。
今
回
は
年

末
、
冬
に
向
け
て
、
補
完
的

な
施
策
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
低
所
得
者
に
対
す
る

物
価
高
騰
対
策
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

十勝岳と波打つ丘のパノラマ

減
少
は
大
き
な
懸
念
事
項
で

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
は
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
維

持・発
展
さ
せ
る
た
め
、個
々

の
農
家
支
援
の
み
な
ら
ず
、

地
域
全
体
で
農
業
生
産
基
盤

を
維
持
す
る
視
点
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
、
地
域
計
画
の
実
効
性

を
高
め
つ
つ
、
必
要
に
応
じ

て
町
独
自
の
支
援
策
の
検
討

も
含
め
、
持
続
可
能
な
営
農

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

る
。

❾

物
価
高
騰
で
苦
し
い
生
活

の
支
援
を

3 月に配布された生活応援商品券

一般質問
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自衛隊
名簿提出の法的根拠はないのでは

米澤　義英　議員

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
自
衛
隊
法
97
条
１

項
は
、「
募
集
事
務
の
一
部
を
行
う
」
と
規
定
し
、

施
行
令
120
条
は
「
資
料
の
提
出
」
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
名
簿
の
提
供
ま

で
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

米
澤
議
員　
自
衛
隊
員
の
募

集
に
お
い
て
、
本
人
の
同
意

が
な
い
中
で
自
治
体
か
ら
個

人
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
で
は
、

自
治
体
に
、「
自
衛
隊
へ
の

個
人
情
報
提
供
に
関
す
る
意

見
書
」
を
送
付
し
た
。
そ
の

中
の
自
衛
隊
法
で
は
、
募
集

事
務
と
資
料
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
と
規
定
し

て
い
る
が
、
自
治
体
が
行
う

事
務
は
募
集
事
務
に
関
し
た

も
の
で
、
名
簿
提
供
は
含
ま

れ
な
い
と
し
て
い
る
。

斉
藤
町
長　
名
簿
の
提
供
状

況
は
、
自
衛
官
の
募
集
対
象

と
な
る
15
歳
、
18
歳
及
び
22

歳
に
達
す
る
方
々
の
「
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
」

に
つ
い
て
、
紙
媒
体
で
提
供

を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
法
令
に
基
づ
く
公

的
な
要
請
に
対
す
る
適
正
な

事
務
と
し
て
協
力
を
し
て
い

る
。
町
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
に
も
、
協
力
本
部
に

対
し
、
使
用
後
の
確
実
な
廃

棄
を
含
め
た
厳
格
な
情
報
管

理
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
協

力
本
部
の
募
集
事
務
へ
の
協

力
を
地
方
自
治
体
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
個
人
情
報
の

適
正
な
保
護
と
取
り
扱
い
に

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。

米
澤
議
員　
扇
町
、
西
町
の

公
営
住
宅
の
老
朽
化
が
激
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
入
居

者
か
ら
は
床
が
歪
ん
で
い
る

雪
の
重
み
で
屋
根
が
歪
ん
で

い
る
な
ど
、
修
繕
の
要
望
が

出
て
い
る
。
町
で
は
入
居
者

の
修
繕
な
ど
の
要
望
が
あ
れ

ば
対
応
し
て
い
る
が
、
建
物

自
体
が
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
修
繕
が
追
い
付
い
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
現
状
と
対

応
に
つ
い
て
。

斉
藤
町
長　
扇
町
及
び
西
町

団
地
に
つ
い
て
は
、
建
築
か

ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
一

部
に
は
標
準
耐
用
年
数
を
20

年
以
上
経
過
し
て
い
る
建
物

も
あ
る
な
ど
、
老
朽
化
が
著

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

入
居
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
建

用
途
廃
止
を
予
定
し
て
い
る

建
物
で
も
、
安
全
に
か
か
わ

る
問
題
に
つ
い
て
は
必
要
な

修
繕
を
実
施
し
、
安
心
・
安

全
な
生
活
環
境
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
る
。
ま
た
、
転
居

の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
も
対

応
を
継
続
す
る
。

老朽化している扇町公営住宅

老
朽
化
し
て
い
る
公
営
住

宅
の
修
繕
を
早
急
に

具
の
変
形
や
漏
水
な
ど
設
備

に
関
す
る
も
の
ま
で
、
修
繕

に
つ
い
て
の
相
談
や
要
望
を

数
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も

修
繕
の
み
で
は
維
持
管
理
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
は
限

界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町長－適正な事務処理と認識している

自衛隊の募集事務で、
家族や本人に同意がな
く個人情報が提供され
るのは、個人情報の保
護からも問題です。

❿

一般
質問

募集事務所
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友好
都市

佐藤　大輔　議員

津市との交流の展望は

遠くのまちを知ること
は、ふるさとを知るこ
と。友好都市交流が、
まちへの愛着と誇りを
育むと思うが ...

津
市
と
上
富
良
野
町
の
つ
な
が
り
・
・
・
明
治
30
年
、

現
在
の
三
重
県
津
市
な
ど
か
ら
三
重
団
体
が
上
富

良
野
へ
入
植
。
そ
の
歴
史
的
な
縁
を
背
景
に
、
平

成
９
年
に
友
好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

佐
藤
議
員　
津
市
と
の
友
好

都
市
交
流
に
つ
い
て
、
30
年

間
の
成
果
と
意
義
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
平
成
９
年
の
友

好
都
市
提
携
以
降
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
町
民
や

民
間
団
体
に
よ
っ
て
交
流
が

継
続
さ
れ
て
き
た
。
交
流
を

通
じ
て
本
町
の
開
拓
の
歴
史

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

双
方
の
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
町
民

訪
問
団
や
小
中
学
生
の
相
互

派
遣
も
、
異
な
る
風
土
や
歴

史
、
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
時
の
情
報
発
信
や
相
互

連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
強
固
な
協
力
体

制
を
築
け
た
こ
と
は
、
本
町

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ

る
。

町長－絆を太く強くしていく

斉
藤
町
長　
夏
ま
つ
り
に
限

定
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
物
産
交
流

を
継
続
し
た
い
。
本
町
か
ら

も
津
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
物
産

の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
相
互
の
関
係
を
続
け
て

い
き
た
い
。

佐
藤
議
員　
訪
問
団
だ
け
で

な
く
、
民
間
ツ
ア
ー
な
ど
を

活
用
し
て
、
一
般
町
民
が
津

市
の
歴
史
や
文
化
、
食
に
触

れ
る
機
会
を
設
け
て
は
。

斉
藤
町
長　
町
民
訪
問
団
へ

の
一
般
町
民
の
参
加
な
ど

様
々
な
形
が
考
え
ら
れ
る
。

来
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

佐
藤
議
員　
津
市
側
の
関
係

機
関
や
事
業
者
と
、
本
町
の

農
業
者
や
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、

商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
、

新
た
な
経
済
交
流
の
き
っ
か

け
を
町
が
つ
く
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
現
時
点
で
具
体

的
な
話
は
な
い
が
、
農
業
団

体
や
企
業
、
商
工
関
係
者
な

ど
に
新
た
な
交
流
へ
挑
戦
す

る
機
運
が
あ
れ
ば
、
そ
の
機

会
を
逃
さ
な
い
よ
う
行
政
と

し
て
し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
い
。

佐
藤
議
員　
30
周
年
を
迎
え

る
津
市
と
の
交
流
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い

く
考
え
か
。

斉
藤
町
長　
30
年
間
続
け
て

き
た
交
流
の
方
向
性
は
間

違
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ

ら
に
発
展
で
き
る
か
も
含
め

て
検
討
し
、
交
流
の
絆
を
太

く
強
く
し
て
い
き
た
い
。
30

周
年
を
契
機
に
、
今
後
40
周

年
、
そ
の
先
に
向
か
っ
て
も

津
市
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
く
。

約 400 年にわたり受け継がれ、華やかな演舞や

伝統芸能が繰り広げられる津まつり

佐
藤
議
員　
来
年
迎
え
る
30

周
年
を
ど
の
よ
う
な
機
会
と

捉
え
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
町
民
訪
問
団
に

よ
る
相
互
訪
問
を
は
じ
め
、

産
業
・
経
済
分
野
で
の
交
流
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
紹
介

な
ど
、
津
市
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
事
業
を
展

開
し
た
い
。
広
報
誌
な
ど
も

活
用
し
、
津
市
の
歴
史
や
文

化
、
魅
力
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
く
。

佐
藤
議
員　
今
年
初
開
催
と

な
っ
た
「
か
み
ふ
ら
の
夏
ま

つ
り
」
な
ど
を
、
津
市
の
物

産
や
食
文
化
に
町
民
が
触
れ

る
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し

て
は
。

⓫

一般質問
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事業継承や起業に繋げる仕組み作りは

小林　啓太　議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
部
な
ど
か
ら
地
域

へ
移
住
し
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
制
度
。
隊
員
の

報
酬
や
活
動
経
費
な
ど
に
は
国
の
財
政
支
援
が
あ
り
、

町
の
負
担
を
抑
え
な
が
ら
人
材
を
確
保
で
き
る
制
度

で
す
。

小
林
議
員　
任
期
終
了
後
に

町
外
へ
転
出
し
て
も
、
町
が

必
要
と
す
る
活
動
に
３
年
間

取
組
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
活
動
ま
で
失
敗
だ
っ
た
と

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
定
住
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も
３
年
間
の
経

験
が
無
駄
に
な
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
後
も
町
と
の
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
で
き

る
。

小
林
議
員　
隊
員
が
任
期
終

了
後
に
町
内
で
の
就
職
や

起
業
を
希
望
し
た
場
合
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
確
認
し
、

支
援
し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　
２
年
目
の

終
わ
り
頃
に
任
期
後
の
意
向

を
確
認
し
、
起
業
希
望
で
あ

れ
ば
３
年
目
を
準
備
に
充
て

る
な
ど
、
就
職
も
含
め
て
支

援
し
て
い
る
。

小
林
議
員　
採
用
時
の
目
的

は
明
確
に
す
る
一
方
、
暮
ら

す
中
で
本
人
の
考
え
が
変
わ

る
こ
と
に
は
柔
軟
に
対
応
す

る
「
入
り
口
は
明
確
に
、
出

口
は
柔
軟
に
」
と
い
う
考
え

方
が
重
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
採
用
時
に
考
え

た
３
年
後
の
姿
を
固
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
本
人
の
考

え
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
意
向
を
尊
重
し
て
い
く
。

小
林
議
員　
募
集
情
報
の
露

出
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

「
な
ぜ
上
富
良
野
を
選
ぶ
の

か
」
と
い
う
理
由
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
発
信
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
。

斉
藤
町
長　
ま
ず
見
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
が
、
そ
の

貸自転車屋兼飲食店をオープンした元協力隊員の大関さん

中
か
ら
上
富
良
野
を
選
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
他
の
自

治
体
と
の
差
別
化
も
必
要
と

考
え
る
。

小
林
議
員　
地
域
に
必
要
な

事
業
を
守
る
た
め
、
後
継
者

を
求
め
る
事
業
者
と
全
国
の

人
材
を
協
力
隊
制
度
で
つ
な

ぐ
取
組
を
進
め
て
は
。

斉
藤
町
長　
町
だ
け
で
広
く

募
集
す
る
よ
り
、
経
済
団
体

や
農
業
関
係
団
体
な
ど
と
情

報
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
有
効
と
考
え
る
。

小
林
議
員　
商
工
、
観
光
、

農
業
な
ど
の
関
係
団
体
が
持

つ
後
継
者
不
足
や
人
材
不
足

の
情
報
と
、
協
力
隊
な
ど
の

人
材
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
必

要
で
は
。

斉
藤
町
長　

そ
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、

事
業
継
承
や
起
業
は
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
。
今
後
、
地
域
の

町長－関係団体との連携が有効

地域おこし協力隊の制
度がもっと戦略的に活
用されれば、人口減少
も補いつつ、町に更な
る賑わいを作れると思
うのだが

組
織
の
力
を
借
り
る
こ
と
や

組
織
化
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

小
林
議
員　
こ
れ
ま
で
の
起

業
や
事
業
継
承
の
支
援
は
、

町
全
体
と
し
て
組
織
的
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

佐
藤
副
町
長　
担
当
部
署
が

調
整
し
、
起
業
や
開
業
に

つ
な
が
っ
た
例
は
あ
る
が
、

ル
ー
ル
化
し
て
組
織
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

小
林
議
員　
ま
ず
起
業
や
事

業
継
承
か
ら
人
と
仕
事
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
を
つ
く
り
、
将

来
は
就
職
な
ど
に
も
広
げ
、

「
地
域
に
必
要
な
仕
事
」
と

「
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
た
い

人
」
を
つ
な
げ
て
は
。

斉
藤
町
長　
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
残
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
様
々
な
こ
と
を

試
し
、
組
織
す
る
な
ど
工
夫

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一般
質問

⓬

地域おこし
協力隊
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公園

茶谷　朋弘　議員

公園の充実と雪解けにあわせた開園の可能性は

島津公園は整備や管理者
の努力もあり近隣市町村
や観光客の利用が増えて
いる。公園の充実は観光
や子育て世代へのアピー
ルにもつながると思うが

今
年
、
島
津
公
園
は
雪
解
け
に
合
わ
せ
て
例
年
よ

り
早
く
開
園
し
た
。
公
園
ご
と
に
管
理
者
が
違
う

た
め
、
開
園
時
期
を
早
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
管
理
者
と
の
協
議
が
必
要
。

茶
谷
議
員　
日
の
出
公
園
、

見
晴
台
公
園
、
島
津
公
園
は

町
外
か
ら
の
利
用
も
多
い
。

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、
こ

う
し
た
特
徴
あ
る
公
園
を
重

点
的
に
整
備
す
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
町
外
か
ら
多
く

の
利
用
が
あ
る
重
要
な
公
園

と
認
識
し
て
い
る
。
情
報
発

信
や
遊
具
の
充
実
な
ど
も
含

め
、
整
備
を
進
め
た
い
。

茶
谷
議
員　
維
持
管
理
だ
け

で
な
く
、
遊
具
の
増
設
や
お

む
つ
台
な
ど
、
小
さ
な
機
能

充
実
も
必
要
で
は
。
子
育
て

世
帯
の
定
住
に
つ
な
が
る
整

備
を
進
め
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長　
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
で
き
る
も
の
は
進
め
た

い
。
大
型
遊
具
は
ス
ペ
ー
ス

や
予
算
等
の
制
約
も
あ
る
が
、

利
用
者
が
増
え
満
足
で
き
る

整
備
を
進
め
る
。

町長－ニーズを把握しながら可能な限り対応したい

茶
谷
議
員　
今
回
は
従
来
の

午
前
開
催
か
ら
午
後
３
時
開

始
と
な
っ
た
が
、
早
い
時
間

帯
の
集
客
に
課
題
は
な
か
っ

た
か
。
著
名
人
を
招
く
な
ど
、

早
い
時
間
か
ら
町
民
を
呼
び

込
む
企
画
も
検
討
し
て
は
。

斉
藤
町
長　
午
後
３
時
か
ら

の
開
始
に
よ
り
、
午
後
６
時

の
盆
踊
り
や
花
火
ま
で
の
時

間
帯
に
来
場
者
が
少
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
の
吹
奏
楽
な
ど
に
つ

い
て
も
、
よ
り
多
く
の
町
民

に
見
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
著
名
人
な

ど
を
招
く
こ
と
も
含
め
、
今

年
の
状
況
を
検
証
し
、
来
年

の
内
容
を
実
行
委
員
会
で
検

討
し
た
い
。

茶
谷
議
員　
開
催
時
間
や
内

容
に
つ
い
て
、
来
場
者
や
出

店
者
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
は
。

商
工
観
光
課
長　
今
後
、
運

営
委
員
会
で
意
見
を
集
約
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
出
店

者
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
出

店
者
な
ど
か
ら
も
幅
広
く
意

見
を
聞
き
、
次
回
の
開
催
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員　
天
候
へ
の
対
応

や
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
を
考
え
、

２
日
間
開
催
な
ど
、
よ
り
充

実
し
た
祭
り
を
検
討
す
る
考

え
は
。

佐
藤
副
町
長　
２
日
間
の
開

催
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
て

い
る
。
出
店
者
や
関
係
団
体

の
体
制
な
ど
も
踏
ま
え
、
商

工
会
、
観
光
協
会
、
農
協
な

ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
今
後

の
開
催
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

誰もが楽しめる公園づくりのイメージ

茶
谷
議
員　
大
き
な
整
備
だ

け
で
な
く
、
町
民
が
気
軽
に

伝
え
ら
れ
る
「
小
さ
な
声
」

も
拾
う
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
住
民
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
町
民
ポ
ス
ト
、
議

会
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
意

見
を
受
け
止
め
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員　
ま
た
、
雪
解
け

が
早
い
年
は
、
可
能
な
公
園

か
ら
開
園
を
早
め
て
ほ
し
い
。

斉
藤
町
長　
管
理
者
と
協
議

し
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

か
み
ふ
ら
の
夏
祭
り
の
改

善
点
と
展
望
は

⓭

一般質問
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

   

議 

会 

だ 

よ 

り
No.
132

⓮

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長　
　
茶　
谷　
朋　
弘

副
委
員
長　

   

林　
　
　
敬　
永

委

員　
　
湯　
川　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
米　
澤　
義　
英

　
　
　
　
　
　
井　
村　
悦　
丈

　
　
　
　
　
　
小　
林　
啓　
太

　
十
勝
岳
の
火
山
活
動
が
続
き
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
の
中
で

迎
え
た
10
月
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
一
段
と
厳
し
く
な
り

10
月
２
日
に
は
大
雪
山
系
の
旭
岳
で
初
冠
雪
が
確
認
さ

れ
、
十
勝
岳
連
峰
も
白
く
雪
化
粧
を
始
め
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
本
格
的
な
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
本
格

的
な
冬
支
度
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
長
引
く
物
価
高
騰
は
、
町
民
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
灯
油
や
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
料
金
も
値
上
が
り
し
、
暖
房
費
が
か
さ
む
冬

を
前
に
し
、
家
計
へ
の
負
担
は
一
層
大
き
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
原
材
料
費
、
人
件
費
な
ど
の
上
昇
が
経
営
を
圧
迫
し

て
お
り
ま
す
。

　
十
勝
岳
の
火
山
活
動
が
続
く
中
、
町
民
の
暮
ら
し
と
地

域
経
済
を
守
る
た
め
、
国
や
北
海
道
の
支
援
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
町
の
実
情
を
的
確
に
捉
え
、
安
全
・
安
心
に
冬

を
過
ご
せ
る
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
村　
記
）

議会の主な予定

次回 2 月 10 日発行予定

10 月 23 日　　上川町村議会研修
10 月 27 日　　総務産建常任委員会
　　　　　　　　　　　先進地行政視察（～30日）
11 月 26 日　　議会運営委員会
12 月　７日　　厚生文教常任委員会
12 月　８日　　総務産建常任委員会
12 月　９日　　議会運営委員会
12 月 10 日　　全員協議会・広報特別委員会
12 月 16 日　　第４回定例会（～ 17 日）
12 月 21 日　　全員協議会
  2 月　8 日　　議会運営委員会

【
講
演
タ
イ
ト
ル
】

　
「
議
会
の
見
え
る
化
＆
住
民
と
の
信
頼
関
係 

―
議
会

広
報
の
基
本
と
編
集
―
」

議
会
広
報
研
修
会

教
育
委
員
会
委
員
（
再
選
）

教
育
委
員
会
委
員
（
再
選
）

久
くぼ

保　麻
あさこ

子さん

令和８年 10 月１日から
   令和 12 年９月 30 日までの

４年間

人
権
擁
護
委
員
（
再
選
）

人
権
擁
護
委
員
（
再
選
）

富
とみなが

永　浩
ひろし

司さん

令和９年４月１日から
   令和 12 年３月 31 日までの

３年間

【
研
修
を
終
え
て
】

　
議
会
広
報
誌
は
「
読
み
や

す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
伝

わ
る
」
こ
と
が
重
要
だ
と
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
工
夫
し
、
住
民
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
議
会
と

町
民
を
つ
な
ぐ
広
報
誌
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ
十勝岳警戒レベル 3 に伴い
 「議会災害対策支援本部」を設置しました
　9 月 12 日の十勝岳噴火警戒レベル 3 への
引き上げを受け、町行政の災害対策本部設置と
あわせ、当町議会も「議会災害対策支援本部」
を設置いたしました。万が一の災害発生時には、
議員が被災地域や避難所へ足を運び、現場の情
報収集と支援本部への報告を行うとともに、現
地での救援活動に取り組みます。町民の皆様の
声や現場の課題を速やかに把握し、今後の防災・
災害対策に活かしてまいります。不安なことや
ご要望などがございましたら、いつでも議員へ
お声がけください。


